
「高校生のための学びの基礎診断」等を
活用した教育のＰＤＣＡサイクルの構築

～ＳＳＨ事業のカリキュラム開発におけるＰＤＣＡ～

広島県立西条農業高等学校

Saino Global Science and Technology
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〇本校の概要

〇「学びの基礎診断」によるPDCA

〇多様な評価によるPDCA

＜ＳＳＨにおけるＰＤＣＡ＞
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・本年度で110周年を迎えた農業高校
・生徒数805人(７クラス×３学年）７学科【園芸，畜産，生活，農業機
械，緑地土木，生物工学，食品科学】
・教職員数(常勤80人，再任用(短)3人，非常勤32人）
・「ﾜｰﾙﾄﾞ･ﾜｲﾄﾞ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ(WWL)ｺﾝｿｰｼｱﾑ」連携校
・姉妹校３校(イタリア，シカゴ，フィリピン）
・進路状況（R01卒業生271人：４年生大学進学107人(国公立24人），短
期大学22人，専門学校60人，就職61人，公務員15人(主に土木系）
・部活動では，今年度：陸上部全国優勝種目あり，野球部中国大会出場，
昨年度は，自然科学部，空手道部，馬術部，弓道部などが全国大会出場

特色
広島県立西条農業高等学校概要
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〇本校の概要

〇「学びの基礎診断」によるPDCA

・学びの基礎診断の分析

・授業改善の取り組み例

〇多様な評価によるPDCA

＜ＳＳＨにおけるＰＤＣＡ＞

4



•進路マップ 基礎力診断テスト(１～３年生）
•ＧＴＥＣ Basic・Advanced ｱｾｽﾒﾝﾄ版(希望者）
•Literas 論理言語力検定(１年生：今年度から）

(語彙運用力，情報理解力，社会理解力）

•県教育員会主管 生徒質問紙調査(１～２年生）

「学びの基礎診断」等活用状況

学びの基礎診断（Benesse）

学習意欲・習慣等のアンケート
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学びの基礎診断（Benesse）

「学びの基礎診断」の分析

•進路マップ
基礎力診断テスト

(数学１年生）

•思考力，判断力が35％と低い。
•資料の活用，応用問題等で正答率
が目標得点率を下回っている。
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•進路マップ
基礎力診断テスト

(数学２年生）

• 思考力・判断力が前回に比べて，
アップしているものの高い得点率
とは言えない。

学びの基礎診断（Benesse）

「学びの基礎診断」の分析
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•進路マップ 基礎力診断テスト(数学1・２年生）

•授業において，文章題や応用問題を多く取り入れたり，３～４人の
グループを作り，自分の解法を他人に説明させる活動を取り入れ
る。

•定期試験においては，会話形式の問題を出題する。長い文章から
必要な情報を取り出し，正しい式を立式する力を見る。定期テスト
においても正答率は低いことから，問題形式に慣れさせるとともに
長い文章から必要な情報を取り出す練習を数多くさせる必要があ
る。

学びの基礎診断（Benesse）

授業改善の取り組み事例
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•進路マップ
基礎力診断テスト

(英語1年生）

・分野別では，「場面や状
況の理解」（リスニング），
「時制」，「現在完了」が目
標得点率に達していない。

学びの基礎診断（Benesse）

「学びの基礎診断」の分析
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•進路マップ
基礎力診断テスト

(英語２年生）

• 上位層のB1以上が1年次
よりも大幅に増加している。

• 分野別では，「比較」「文
構造」「時制」が目標得点
率に達していない。

学びの基礎診断（Benesse）

「学びの基礎診断」の分析
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•進路マップ 基礎力診断テスト(英語１年生）
動詞の活用した演習を重点的に実施する。（基本動詞活用の暗唱，「時
制・現在完了形」活用演習，教科書本文の音読演習，動詞を使ったテー
マライティング演習）

学びの基礎診断（Benesse）

授業改善の取り組み事例

•進路マップ 基礎力診断テスト(英語２年生）
「比較」については，2学期に文法・語法活用演習を重点的に実施した。
「文構造」については，教科書本文や重要基本例文を音読して暗唱する
学習方法を定着させる指導を行う。「時制」については，場面に応じた動
詞の活用をあらゆる場面で重点的に指導する。
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•Literas １年生全員 今年度から実施

５月実施予定→８月(10月返却)

「学びの基礎診断」の分析

Literas 論理言語力検定

受検級 受検者数
（人）

語彙運用力
平均スコア

情報理解力
平均スコア

前回からスコア
が伸びた人数 領域別分野別 平均正解率（％）

語彙運用力
形式別平均正解率（％）

情報理解力
観点別平均正解率（％）

語彙運用
力スコア

情報理解力ス
コア

語彙運用力

【語彙力】
情報理解力
【聞く力】

情報理解力
【読む力】

簡潔に
言い換える力

場面に合った
語を選ぶ力

情報を
取り出す力

関連づけて
理解する力

深く考えて
評価する力

３級 ①全国平均 18778 222 233 79.8 80.5 72.8 68.8 90.9 81.3 77.1 64.5
３級 ②貴校平均 277 212 229 74.7 80.8 67.6 61.4 88.1 80.7 73.6 64.3
３級 差（②－①） ― -10 -4 ― ― -5.1 0.3 -5.2 -7.4 -2.8 -0.6 -3.5 -0.2
３級 １年 全体 277 212 229 74.7 80.8 67.6 61.4 88.1 80.7 73.6 64.3
３級 １年 １組 40 200 216 68.5 70.8 64.4 50.8 86.1 72.9 68.0 52.5
３級 １年 ２組 39 219 232 78.4 83.9 67.0 65.3 91.5 81.2 75.6 65.4
３級 １年 ３組 39 209 235 72.2 84.6 70.8 60.4 84.1 85.0 75.4 74.4
３級 １年 ４組 39 209 228 72.7 81.0 66.0 59.5 85.8 79.5 74.1 60.3
３級 １年 ５組 40 209 225 73.2 81.8 62.5 59.2 87.2 78.3 72.0 63.8
３級 １年 ６組 39 223 235 80.2 82.3 73.4 68.1 92.3 83.8 76.7 70.5
３級 １年 ７組 41 219 230 77.9 81.5 69.2 66.4 89.4 84.5 73.4 63.4

課題研究を進める上で，文献研究など
「読む力」の育成は重要である。
「読む力」の育成に向けて，読ませるこ
と，語彙の強化(新聞の活用）などの工夫
を協議している。

全国平均と差
がないものの
強化が必要で
ある。
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〇本校の概要

〇「学びの基礎診断」によるPDCA

〇多様な評価によるPDCA＜ＳＳＨにおけるＰＤＣＡ＞

(1)第２期取組概要

(2)第１期における「アグリサイエンス」【ＰＤ】

(3)第１期「アグリサイエンス」成果と課題【Ｃ】

(4)第２期における「アグリサイエンス」の改訂【Ａ】

①探究の過程を２周させることのメリット

②「アグリサイエンス」の効果
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農業・食料問題を科学技術の力で解決するグローバル人材
育成プログラムの開発
～農業と理科等の融合による探究活動の深化と発信力の強化～

研究開発課題名

生命，食，環境，エネルギー等の分野における探究活動を
通して，実社会における課題発見・解決力を高め，持続可
能な社会の形成と発展を担うグローバルな視点を持った科
学技術人材を育成する。

研究開発の目的

グリットの向上 ～科学技術人材育成の基盤となる豊かな土壌づくり～

ＳＳＨ事業の取組概要（第２期Ｈ29指定）
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学校設定教科「スーパーサイエンス」に属する
学校設定科目「アグリサイエンス」

（１学年全生徒，２単位）

学校設定科目
「ＳＳ課題研究Ⅰ」

（２学年全生徒，２単位）

学校設定科目「ＳＳ課題研究Ⅱ」
（４単位）

探究活動の深化

探究の種をまく

「データサイエンス
講座」

（２年希望者 時間外）

学校設定科目
「ＳＳグローバル英語」
（２学年全生徒,１単位）

農業と理科の融合

農業
理科
英語
数学
の
融合

研究開発の方法

３学年全生徒

２学年全生徒

探究の実を結ぶ

探究の花を咲かせる探
究
の
段
階

農業と理科の融合１学年全生徒

農業と理科の融合

ＳＳＨ事業の取組概要（第２期Ｈ29指定）
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発信力の強化研究開発の方法

♦高校生科学技術グローバルサミット（令和３年度）
海外の高校生と農業の課題を科学技術の力で解決

♦東広島科学技術フェア（令和２年度）
大学，研究機関，企業等と地域の課題を科学技術の力で解決

♦国内学会・科学系コンテスト等への参加,姉妹校との共同研究など
高度で創造的な研究の継続的実践による科学技術リテラシーの向上
♦研究テーマに係る大学・研究機関・企業等との連携など
小･中･高･大･研究機関との連携･接続による科学技術人材育成システムの
開発
♦フィリピン共和国セブ島研修，姉妹校連携など
海外連携等によりグローバルな視点を育てるための教育プログラムの開発

ＳＳＨ事業の取組概要（第２期Ｈ29指定）
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ＳＳＨ事業の取組概要（第２期Ｈ29指定）

生徒の変容に係る評価
ルーブリック，科学技術に関する生徒の意識調査，
事前・事後アンケート調査，卒業生意識調査 等

評価方法

事業評価
ＳＳＨ評価アンケート（参加者・生徒・教職員・卒業生・
運営指導委員），学会・科学系コンテストでの実績，教員
による学会等発表，オリジナルテキスト等の成果物，運営
指導委員会での助言 等
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〇本校の概要

〇「学びの基礎診断」によるPDCA

〇多様な評価によるPDCA＜ＳＳＨにおけるＰＤＣＡ＞

(1)第２期取組概要

(2)第１期における「アグリサイエンス」【ＰＤ】

(3)第１期「アグリサイエンス」成果と課題【Ｃ】

(4)第２期における「アグリサイエンス」の改訂【Ａ】

①探究の過程を２周させることのメリット

②「アグリサイエンス」の効果
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第１期 SSH事業 取組概要
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第１期 SSH事業 取組概要

第１期（H24～H28）

○１年次・１単位＋２年次・１単位
○知識（生命，遺伝子，バイオテク
ノロジー，環境）＋観察・実験＋
モデル研究 定期試験を実施

１学期 ２学期 ３学期

農業
分野

知識，
観察・実験

知識，
観察・実験

モデル
研究

理科
分野

知識，
観察・実験

知識，
観察・実験

モデル
研究
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〇本校の概要

〇「学びの基礎診断」によるPDCA

〇多様な評価によるPDCA＜ＳＳＨにおけるＰＤＣＡ＞

(1)第２期取組概要

(2)第１期における「アグリサイエンス」【ＰＤ】

(3)第１期「アグリサイエンス」成果と課題【Ｃ】

(4)第２期における「アグリサイエンス」の改訂【Ａ】

①探究の過程を２周させることのメリット

②「アグリサイエンス」の効果
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第１期「アグリサイエンス」成果と課題

第１期（H24～H28）

○１年次・１単位＋２年次・１単位
○知識（生命，遺伝子，バイオテクノロジー，環境）
＋観察・実験＋話し合い＋モデル研究 定期試験を実施

１学期 ２学期 ３学期

農業分野
知識，

観察・実験
知識，

観察・実験
モデル研究

理科分野
知識，

観察・実験
知識，

観察・実験
モデル研究

【課題】
まとまった時間の確保，内容を絞
る必要性，課題設定能力の育成

【成果】
科学技術リテラシーの向上
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第２期（H29年度入学生）

【結果】

アグリサイエンスの改善に
より，課題設定，仮説設定，
発表などにおいて，肯定的
評価の割合の推移に変化
が見られた。

40
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70

80

１年次 ２年次

肯定的評価の割合（％）
(４月に実施）

自分の考えで課題を設定して，観察・実験や研究を行う。

自分の考えで仮説を設定して，観察・実験や研究を行う。

観察・実験や研究についてまとめた内容を，分かりやすく発表する。

「アグリサイエンス」の効果
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〇本校の概要

〇「学びの基礎診断」によるPDCA

〇多様な評価によるPDCA＜ＳＳＨにおけるＰＤＣＡ＞

(1)第２期取組概要

(2)第１期における「アグリサイエンス」【ＰＤ】

(3)第１期「アグリサイエンス」成果と課題【Ｃ】

(4)第２期における「アグリサイエンス」の改訂【Ａ】

①探究の過程を２周させることのメリット

②「アグリサイエンス」の効果
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「ＳＳ課題研究Ⅰ」・「ＳＳ課題研究Ⅱ」を行う上で必要な科学技
術リテラシー※の基礎を育成する。
※科学技術リテラシーに係る９能力
課題設定能力，仮説設定能力，計画能力，知識・技術習得能力，
コミュニケーション能力，結果検討能力，論理的説明能力，
プレゼンテーション能力，評価能力

「アグリサイエンス」の目標

「アグリサイエンス」
（１学年，２単位）

高度で創造的な研究に向けて

「ＳＳ課題研究Ⅰ」
（２学年，２単位）

「ＳＳ課題研究Ⅱ」
（３学年，４単位）

第２期における「アグリサイエンス」の改訂
現行
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第２期における「アグリサイエンス」の改訂

第１期（H24～H28） 第２期（H29～R3）

○１年次・１単位＋２年次・１単位
○知識（生命，遺伝子，バイオテク
ノロジー，環境）＋観察・実験＋
モデル研究 定期試験を実施

○１年次・２単位
○４人グループでミニ課題研究
（探究の過程を２回ずつ）
定期試験の代わりにレポート作成

１学期 ２学期 ３学期

農業
分野

探究の過程
２周

探究の過程
２周

探究の過程
２周

理科
分野

探究の過程
２周

探究の過程
２周

探究の過程
２周

１学期 ２学期 ３学期

農業
分野

知識，
観察・実験

知識，
観察・実験

モデル
研究

理科
分野

知識，
観察・実験

知識，
観察・実験

モデル
研究
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〇本校の概要

〇「学びの基礎診断」によるPDCA

〇多様な評価によるPDCA＜ＳＳＨにおけるＰＤＣＡ＞

(1)第２期取組概要

(2)第１期における「アグリサイエンス」【ＰＤ】

(3)第１期「アグリサイエンス」成果と課題【Ｃ】

(4)第２期における「アグリサイエンス」の改訂【Ａ】

①探究の過程を２周させることのメリット

②「アグリサイエンス」の効果
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１周目：与えられた課題
↓

１周目の探究の過程で見つけた疑問等
↓

２周目：自分たちで発見した課題

探究の過程を２周させることのメリット

２周×６題材＝計12周の探究の過程

農業３＋理科３＝計６題材
農業と理科の融合
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探究の過程を２周させることのメリット
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〇本校の概要

〇「学びの基礎診断」によるPDCA

〇多様な評価によるPDCA＜ＳＳＨにおけるＰＤＣＡ＞

(1)第２期取組概要

(2)第１期における「アグリサイエンス」【ＰＤ】

(3)第１期「アグリサイエンス」成果と課題【Ｃ】

(4)第２期における「アグリサイエンス」の改訂【Ａ】

①探究の過程を２周させることのメリット

②「アグリサイエンス」の効果
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「アグリサイエンス」の効果

グリット※ 目的を達成するために情熱をもって継続的に粘り強く努力し，物事を最後までやり遂げる力
※参考文献 アンジェラ・ダックワース.やり抜く力 人生のあらゆる成功を決める「究極の能力」を身につける.神崎朗子訳.ダイヤモンド社，2016
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「アグリサイエンス」の効果
（生徒の自由記述より）
〇課題研究では，「アグリサイエンス」で学習したことを思い
出しながら行うことで，ひらめくことや理解できることが
あったから，「アグリサイエンス」で学んだことが役立った。
〇「アグリサイエンス」に比べ，「SS課題研究Ⅰ」では，研究
テーマが学科の専門の内容になり，慣れるまでに時間がか
かったが，「アグリサイエンス」での研究の進め方等を思い
出しながら取り組むと，上手く研究を進めることができた。

「アグリサイエンス」で身に付けた科学技術リテラシーの
基礎が課題研究を行う際に役立っている
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第１期「アグリサイエンス」成果と課題

第２期（H29年度入学生）

【結果】

アグリサイエンスの改善に
より，課題設定，仮説設定，
発表などにおいて，肯定的
評価の割合の推移に変化
が見られた。

40
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80

１年次 ２年次

肯定的評価の割合（％）
(４月に実施）

自分の考えで課題を設定して，観察・実験や研究を行う。

自分の考えで仮説を設定して，観察・実験や研究を行う。

観察・実験や研究についてまとめた内容を，分かりやすく発表する。
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「アグリサイエンス」の効果
生徒質問紙調査から ＊黄色部分が肯定的評価の割合
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〇本校の概要

〇「学びの基礎診断」によるPDCA

〇多様な評価によるPDCA＜ＳＳＨにおけるＰＤＣＡ＞

(1)第２期取組概要

(2)第１期における「アグリサイエンス」【ＰＤ】

(3)第１期「アグリサイエンス」成果と課題【Ｃ】

(4)第２期における「アグリサイエンス」の改訂【Ａ】

①探究の過程を２周させることのメリット

②「アグリサイエンス」の効果
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校長 澄川利之
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